
◆第８回議会報告会……………………11～13
◆平成25年度行政視察の受け入れ状況………13
◆６月定例会日程（予定）……………………14
◆議会日誌……………………………………14
◆編集後記……………………………………14

◇本会議の概要…………………………２～３
◇審議結果一覧………………………………３
◇予算審査特別委員会審査から……………４
◇一般質問………………………………５～９
◇角田市農業の館の管理運営に関する調査特別委員会………10

……………………２～10

かくだ
市 議 会 だ よ り

第 号176
平成26年５月１日

第371回定例会
■おもな内容■

▲議員会主催による交通安全講習会のようす（平成26年２月７日　「角田市役所301会議室」にて）

発行／角田市議会  編集／議会だより編集会議  〒981-1592 宮城県角田市角田字大坊41  TEL/0224-63-2124 FAX/0224-62-4829
E-mail : gikai@city.kakuda.miyagi.jp

ライブ配信やってます
※詳細は14ページ



　
第
３
７
１
回
定
例
会
は
２
月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
当
初
予
算
１
４
７
億
５
，
７
０
０
万

円
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
、「
市
民
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
24
億
５
３
６
万
２
千
円
」「
賑

わ
い
の
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
（
道
の
駅
）
２
，
６
７
２
万
１
千
円
」「
災
害
時
の
避
難
施
設
向

け
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
２
億
３
，
７
４
３
万
５
千
円
」
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
26
日
間
の
会
期
を
経
て
３
月
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

定例会
第371回

過
去
最
大
規
模
の
新
年
度
予
算
な
ど

28
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
国
の
関
係
機
関
へ
、
次
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▼
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対

を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

見
書

意

◎
第
１
日
（
２
月
17
日
）

　
会
期
を
３
月
14
日
ま
で
の
26
日

間
と
決
定
し
た
後
、
平
成
25
年
度

各
種
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
平

成
26
年
度
角
田
市
予
算
案
及
び
施

政
方
針
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

◎
第
２
日
（
２
月
25
日
）

　
初
日
に
提
案
さ
れ
た
23
議
案
に

対
し
、
日
下
七
郎
議
員
、
八
島
定

雄
議
員
、
小
島
正
議
員
、
本
田
敏

昭
議
員
の
４
名
が
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
平

成
26
年
度
各
種
会
計
予
算
関
係
８

議
案
に
つ
い
て
は
、「
予
算
審
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
付
託

し
ま
し
た
。

◎
第
３
日
（
２
月
27
日
）

　
平
成
25
年
度
角
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
15
議

案
に
つ
い
て
討
論
、表
決
を
行
い
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
25
年
度
角
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

が
日
程
に
追
加
さ
れ
、
議
案
に
関

す
る
説
明
の
後
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◎
第
４
日
（
３
月
12
日
）

　
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
５
名
の

議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

（
５
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
５
日
（
３
月
13
日
）

　
前
日
に
引
き
続
き
、
５
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。（
７
～
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
６
日
（
３
月
14
日
）

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

本
会
議

主
な
補
正
予
算
の
概
要

▼
北
角
田
中
学
校
区
通
学
路
の
安

の
処
理

陳
情

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
７
，
４
１
３
万
６
千
円
を

減
額
補
正
す
る
ほ
か
、
繰
越
明
許

費
、
債
務
負
担
行
為
及
び
地
方
債

の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
の

追
加
、
繰
入
金
の
減
額
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
謝
礼

・
左
関
ポ
ン
プ
改
修
工
事
費

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
，
８
５
１
万
４
千
円
の
追

加
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
の
追
加
で
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
大
雪
に
伴

う
除
融
雪
業
務
委
託
料
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
，
３
０
４
万
円
を
追

加
補
正
す
る
ほ
か
、
繰
越
明
許
費

及
び
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。

さ
れ
た
新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
25
年
度
角
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
及

び
平
成
25
年
度
角
田
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
谷
津
睦
夫
議
員
を
提
出

者
と
す
る
「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル

改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見
書
」
の

議
員
提
案
が
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
角
田
市
農
業
の
館
の
管

理
運
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
伊
藤
善
昭
委
員
長
か
ら
、
最
終

提
言
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
最
後
に
、
平
成
26
年
度
角
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

が
日
程
に
追
加
さ
れ
、
議
案
に
関

す
る
説
明
の
後
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
の
審
議
結
果

は
、３
ペ
ー
ジ
表
１
の
と
お
り
で
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
及
び
国
庫
支
出
金
の
追
加

で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
角
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
屋
根

樋
改
修
工
事
費

・
用
地
購
入
費
（
市
民
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
）

・
物
件
等
移
転
補
償
費
（
市
民
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
）

▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
４
，
５
７
３
万
９
千
円

の
追
加
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

条
例
の
一
部
改
正

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

　
嘱
託
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
外
国
旅

行
に
お
け
る
支
度
料
の
廃
止
及
び

内
国
旅
行
に
お
け
る
車
賃
の
額
を

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
変
更
す

る
も
の
で
す
。

○
嘱
託
員
の
報
酬
等
の
改
正

　
⑴
道
の
駅
整
備
推
進
員（
追
加
）

月
額
１
５
０
，
０
０
０
円

　
⑵
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
（
削
除
）

月
額
１
２
２
，
０
０
０
円

○
費
用
弁
償
の
改
正

　
⑴
車
賃
の
額　
１
㎞
に
つ
き

47
円
→
37
円

　
⑵
支
度
料
を
削
除

▼
角
田
市
保
育
所
設
置
条
例

　

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た

め
、
角
田
市
中
島
保
育
所
の
定
員

を
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
増
員

す
る
も
の
で
す
。

○
定
員　
140
人
→
170
人

▼
角
田
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

　
高
倉
配
水
池
建
設
に
係
る
事
業

変
更
の
認
可
を
受
け
る
に
あ
た

り
、
目
標
年
の
給
水
人
口
及
び
１

日
最
大
給
水
量
に
つ
い
て
変
更
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要
の
改

全
確
保
を
求
め
る
陳
情

　
角
田
市
江
尻
字
前
原
50
番
地

　
　
北
角
田
地
区
学
校
教
育
振
興
会

会
長　
伊　
藤　
善　
昭

　
市
当
局
へ
要
請
し
ま
し
た
。

▼
「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反

対
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

　
柴
田
町
船
岡
中
央
一
丁
目
９

−

１

−

２
Ｆ

　
　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

正
を
行
う
も
の
で
す
。

○
経
営
の
基
本
に
関
す
る
事
項

　
⑴
給
水
人
口

　
４
１
，
６
４
０
人
→
２
７
，
５
１
０
人

　
⑵
１
日
最
大
給
水
量

　
２
５
，
９
１
０
㎥
→
１
２
，
２
２
０
㎥

議員数は17名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は16名。（○…賛成、×…反対）

件　　　名
議決年月日 議決結果

会　　　派

市長提出議案 クラブ
みんしん 政友会 市民クラブ 日本共産党

角田市議団 無会派

平 

成 

25 

年 

度

一般会計補正予算（第５号）
国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第４号）
公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
水道事業会計補正予算（第３号）

2月27日
可　決

(賛成14
反対2)

○ ○ ○ × ○

一般会計補正予算（第６号） 2月27日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第７号）
介護保険特別会計補正予算（第５号） 3月14日

可　決
(賛成14
反対2)

○ ○ ○ × ○

平 

成 

26 

年 

度

東根財産区特別会計予算 3月14日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

一般会計予算
国民健康保険事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
介護保険特別会計予算
公共下水道事業特別会計予算
農業集落排水事業特別会計予算
水道事業会計予算

3月14日
可　決

(賛成14
反対2)

○ ○ ○ × ○

一般会計補正予算（第１号） 3月14日
可　決

(賛成14
反対2)

○ ○ ○ × ○

条
　
　
　
例

特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償
に関する条例等の一部改正について

職員の給与に関する条例の一部改正について

角田市水道事業の設置等に関する条例の一部
改正について

2月27日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について

角田市保育所設置条例の一部改正について
2月27日

可　決
(賛成14
反対2)

○ ○ ○ × ○

そ
　
　
の
　
　
他

財産の取得について（塩化カリ肥料）

宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地
方公共団体の数の減少及び宮城県市町村職員
退職手当組合規約の変更について

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認
定委員会を共同で設置する地方公共団体の数
の減少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災
害補償等認定委員会共同設置規約の変更につ
いて

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審
査会を共同で設置する地方公共団体の数の減
少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災害補
償等審査会共同設置規約の変更について

2月27日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案 議決年月日 議決結果 クラブ
みんしん 政友会 市民クラブ 日本共産党

角田市議団 無会派

意
見
書

労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の
提出について 3月14日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

第371回定例会審議結果一覧
表１

≪各会派の構成メンバー≫
●クラブみんしん（谷津睦夫、今野林一郎、細川健也、伊藤善昭、柄目孝治）
●政友会（渡邊誠、齋藤正一郎、小湊毅）
●市民クラブ（本田敏昭、小島正、湯村勇）
●日本共産党角田市議団（日下七郎、八島定雄）
●無会派（会派に属さない議員）馬場道晴、相澤邦戸、高橋力雄副議長、佐藤正友議長

　
　
宮
城
県
連
合
会　
仙
南
地
域
協
議
会

議
長　
藤　
田　
直　
治

23 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 176号 176号



10人の議員が市政を問う

日 下 七 郎  議員

一般質問の答弁に関することについて
（職員の再任用について）

市
民
と
共
に
つ
く
り
上
げ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

相 
澤 
邦 
戸  

議
員

議
員
▼
ま
ち
づ
く
り
は
市
民

が
主
体
と
な
る
べ
き
で
す

が
、
計
画
を
ど
の
よ
う
に
共

有
し
、
実
行
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
か
。

市
長
▼
市
民
と
行
政
が
協
働

で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
機
関

で
議
論
し
た
り
、
市
政
懇
談

会
等
で
話
題
提
供
を
し
、
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、『（
仮
称
）
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
』
の
制
定
に
向

け
、
市
民
で
構
成
さ
れ
る
策

定
委
員
会
を
組
織
し
、
白
紙

の
状
態
か
ら
組
み
立
て
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
今
ま
で
行
政
が
計
画

し
た
も
の
を
市
民
に
協
力
要

請
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
来

は
市
民
が
主
体
的
に
活
動

し
、
行
政
は
こ
れ
を
支
え
、

市
民
力
を
高
揚
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
政
策
を
立
案
実
行
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
力
を

つ
け
る
だ
け
で
な
く
行
政
力

を
高
め
る
こ
と
も
必
要
で
、

そ
の
両
者
の
歯
車
が
か
み

合
っ
て
前
進
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

議
員
▼
市
民
が
自
分
の
ま
ち

を
深
く
理
解
し
、
誇
り
を
持

つ
た
め
に
市
の
歴
史・観
光・

産
業
等
を
学
べ
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
現
在
、
出
前
講
座
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
歴
史
等
の
出
前
講
座
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
、
環
境
が

整
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
、
充
実
さ
せ
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。
な
お
、
現
在
、
各

地
区
で
自
主
的
に
活
動
を
し

て
い
る
方
々
に
は
、
引
き
続

き
財
政
的
・
人
的
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

コ
ス
モ
ハ
ウ
ス
や
郷
土
資
料

館
等
を
も
っ
と
活
用
し
て
い

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
市
民
が
『
ま
ち
』
に

つ
い
て
得
た
知
識
を
対
外
的

に
発
信
す
る
た
め
、
市
の
イ

ベ
ン
ト
や
事
業
の
ガ
イ
ド
役

と
し
て
活
動
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
伺

い
ま
す
。

市
長
▼
将
来
的
に
は
、
ガ
イ

ド
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
動
機
づ

け
と
し
て
、
３
月
に
行
っ
た

『
か
く
だ
牟
宇
姫
ひ
な
ま
つ

り
』
に
お
い
て
展
示
物
の
説

明
が
で
き
る
よ
う
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

議
員
▼
研
修
会
は
広
く
一
般

の
方
々
に
も
呼
び
か
け
て
い

た
だ
き
、
観
光
開
発
宣
伝
事

業
と
結
び
付
け
て
雇
用
創
出

を
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
か
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、
長
続
き

で
き
る
よ
う
実
費
の
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

市
長
▼
本
市
の
場
合
は
、
観

光
ガ
イ
ド
を
業
と
す
る
の
は

難
し
い
で
す
が
、
角
田
市
の

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
報
酬
を

お
渡
し
す
る
の
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
事

業
費
の
支
弁
を
し
て
い
く
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

が
、
こ
の
発
令
は
常
勤
職
員

の
配
置
換
え
に
該
当
す
る
も

の
で
す
。」
と
の
答
弁
で
す
。

　
こ
こ
で
、
平
成
25
年
10
月

１
日
付
け
の
辞
令
書
の
発
令

事
項
は
「
勤
務
時
間
は
週
38

時
間
45
分
と
す
る
。」
の
み

で
、
他
の
記
載
が
あ
り
ま
せ

ん
。よ
っ
て
、再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
の
時
間
外
勤
務
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
10
月
１
日
の
発
令
内

容
は
「
勤
務
時
間
は
週
38

時
間
45
分
と
す
る
。」
と
し
、

こ
の
時
間
数
は
常
勤
の
職
員

と
同
じ
１
週
間
の
勤
務
時
間

で
す
。
勤
務
時
間
の
み
の
発

令
と
し
た
理
由
は
、
任
命
権

者
、
職
制
、
職
階
、
勤
務
場

所
等
の
変
更
が
な
く
、
引
き

続
き
任
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
勤
務
時
間
の
変
更
が

あ
っ
て
も
身
分
等
を
再
度
発

令
す
る
に
は
及
ば
な
い
考
え

か
ら
で
す
。
議
員
ご
指
摘
の

再
任
用
短
時
間
職
員
と
し
て

の
時
間
外
勤
務
に
は
当
た
り

ま
せ
ん
。

議
員
▼
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
の
給
料
に
関
し
て
、
計

算
す
る
と
給
料
表
の
給
料
月

額
の
80
％
で
、
給
料
は
10
円

単
位
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長
▼
そ
の
通
り
で
す
。

議
員
▼
常
勤
の
再
任
用
職
員

は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
第
５
条
第
11
項
の
給
料

表
の
再
任
用
職
員
の
欄
に
掲

げ
る
給
料
月
額
を
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
辞
令
を
発
令
し

て
い
ま
せ
ん
。

教
育
次
長
▼
議
員
ご
指
摘
の

と
お
り
、
10
月
１
日
の
発
令

で
は
勤
務
時
間
の
変
更
の
み

で
し
た
。
改
め
て
10
月
１
日

に
遡
及
し
、「
行
政
職
給
料

表
６
級
を
給
す
る
。」
と
の

発
令
を
し
、
給
与
は
10
月
分

か
ら
満
額
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
に
改

め
て
発
令
を
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
十
分
注
意
を
い
た

し
ま
す
。

議
員
▼
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
、
人
事
記
録
に
関
す

る
規
則
の
規
定
に
違
反
し
て

い
た
こ
と
を
認
め
ま
す
か
。

市
長
▼
辞
令
の
内
容
に
問
題

は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
６
級
の
給
与
を
支
給
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
ミ
ス
の

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

【
日
下
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
消
費
税
等
の
課
税
の
対
象
と

な
る
使
用
料
等
に
消
費
税
等

の
転
嫁
の
中
止
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
等
の
総
合
的
な

管
理
に
よ
る
老
朽
化
対
策

等
の
推
進
に
つ
い
て

○
特
別
土
地
保
有
税
猶
予
解

除
の
土
地
の
今
後
の
開
発

に
つ
い
て

議
員
▼
第
３
７
０
回
定
例
会

で
、
市
長
は
「
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
は
非
常
勤
職
員

な
の
で
、
雇
用
と
年
金
の
接

続
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ
の

異
動
に
当
た
っ
て
は
常
勤
職

員
と
同
様
で
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
を
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
か
ら
常
勤
へ
切

り
換
え
る
発
令
辞
令
で
は
勤

務
時
間
の
変
更
に
な
り
ま
す

一 般 質 問
 

２
月
25
日
に
設
置
さ
れ
た

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
齋

藤
正
一
郎
委
員
長
、
小
島
正

副
委
員
長
）
は
、
３
月
10
日

ま
で
の
14
日
間
に
わ
た
り
平

成
26
年
度
角
田
市
一
般
会
計
、

各
種
特
別
会
計
及
び
水
道
事

業
会
計
予
算
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
初
日
は
、
正

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま

し
た
。

　
２
月
27
日
は
一
般
会
計
の

趣
旨
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
、

３
月
３
日
に
は
各
種
特
別
会
計
及

び
水
道
事
業
会
計
の
趣
旨
説
明
、

質
疑
を
行
っ
た
後
、
委
員
会
に
総

務
財
政
分
科
会
、
教
育
厚
生
分
科

会
及
び
産
業
建
設
分
科
会
を
設
置

し
、
各
分
科
会
に
お
い
て
４
日
と

５
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
日
に
、
各
分
科
会
会
長
か
ら

審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
表
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

各
種
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

予算審査特別委員会審査から

会　計　区　分
平成26年度 平成25年度 比　　　較

金　　額 金　　額 増 減 額 増減率

一　般　会　計 14,757,000 12,236,200 2,520,800 20.6 

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険事業 3,654,757 3,603,235 51,522 1.4 

後期高齢者医療 339,642 313,860 25,782 8.2 

介 護 保 険 2,928,033 2,714,649 213,384 7.9 

公共下水道事業 1,472,889 1,442,640 30,249 2.1 

農業集落排水事業 111,329 99,796 11,533 11.6 

東 根 財 産 区 608 608 0 0.0 

計 8,507,258 8,174,788 332,470 4.1 

企 

業 

会 

計

水道
事業

収益的支出 1,095,990 1,032,337 63,653 6.2 

資本的支出 565,891 300,725 265,166 88.2 

計 1,661,881 1,333,062 328,819 24.7 

合　　　　　計 24,926,139 21,744,050 3,182,089 14.6 

（単位：千円、％）平成26年度 各種会計予算総括表表２

147億5,700万円
（100％）

歳入
147億5,700万円
（100％）

歳出

地方譲与税
1億8,101万円 

1.2%
市税

32億1,267万3千円
21.8%

地方消費
税交付金

3億7,000万円 
2.5%

使用料及び手数料
1億3,359万7千円 0.9%

地方交付税
38億7,900万円 

26.3%国庫支出金
12億9,353万8千円 8.8%

県支出金
8億4,360万7千円 5.7%

繰入金
9億9,436万1千円
6.7%

諸収入
4億4,070万6千円
3.0%

市債
29億1,520万円

19.8%

その他
（分担金及び負担金など）
4億9,330万8千円 3.3%

議会費
1億8,128万2千円 1.2%

総務費
17億9,647万1千円

12.2%

民生費
34億8,880万
2千円
23.6%

衛生費
9億1,041万8千円

6.2%
農林業費 6億2,253万9千円 4.2%

商工費 3億5,779万4千円 2.4%
土木費 17億5,988万7千円 11.9%

消防費
6億9,022万8千円 4.7%

教育費
37億4,354万
1千円
25.4%

公債費
11億5,374万
   6千円
      7.8%

その他
（労働費、諸支出金など）
5,229万2千円 0.4％

自主財源

歳入財源内訳 性質別歳出内訳

51億9,674万5千円 35.2％

依存財源
95億6,025万5千円 64.8％

人件費　24億1,675万2千円 16.4％

扶助費　15億2,725万円 10.3％
公債費　11億5,398万7千円 7.8％

普通建設事業費　38億6,396万4千円 26.2％

物件費　22億3,381万 15.1％

補助費等　18億2,496万9千円 12.4％

繰出金　12億9,643万7千円 8.8％

その他
（投資及び出資金･
貸付金など）

4億3,983万1千円 3.0％

歳入財源内訳 性質別歳出内訳

一 般 会 計
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一 般 質 問

本 田 敏 昭  議員

湯 村 　 勇  議員

馬 

場 

道 

晴  

議
員

議
員
▼
平
成
25
年
12
月
に
消

防
団
を
支
援
す
る
地
域
防
災

力
充
実
強
化
法
（
消
防
団
支

援
法
）
が
成
立
し
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
消
防

団
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
伺
い
ま
す
。

⑴
退
職
報
償
金
は
、
消
防
団

支
援
法
の
と
お
り
に
全
階
級

で
一
律
に
５
万
円
を
上
乗
せ

す
べ
き
で
す
。

市
長
▼
退
職
報
償
金
に
つ
い

て
は
、
宮
城
県
市
町
村
非
常

勤
消
防
団
員
補
償
報
償
組
合

に
加
入
し
て
お
り
、
組
合
の

補
償
条
例
第
２
条
に
、
消
防

団
員
と
し
て
５
年
以
上
勤
務

し
退
職
し
た
者
に
支
給
す
る

よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
組
合
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
退
職
報
償
金
の

一
律
５
万
円
の
引
き
上
げ
を

行
う
予
定
で
あ
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

議
員
▼
⑵
報
酬
・
出
場
報
酬

に
つ
い
て
、
角
田
市
の
条
例

を
変
更
し
、
国
が
示
し
た
額

に
す
べ
き
で
す
。

市
長
▼
消
防
団
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、
消
防
庁
か
ら
法

律
の
公
布
及
び
施
行
の
通
知

が
あ
り
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
の
た
め
、
活
動
実
態
に

応
じ
た
適
切
な
報
酬
、
出
場

手
当
の
支
給
に
つ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
の
交
付
税
単
価
で

は
、
団
員
報
酬
が
３
万
６
，

５
０
０
円
、
出
場
手
当
が

７
，
０
０
０
円
で
、
全
国
的

に
支
給
実
績
が
こ
の
金
額
を

下
回
る
状
況
で
報
酬
手
当
の

低
い
市
町
村
は
積
極
的
に
単

価
を
引
き
上
げ
る
よ
う
要
請

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
支

給
単
価
を
比
較
す
る
と
一
般

団
員
の
年
額
報
酬
は
２
万
６
，

５
０
０
円
で
、
交
付
税
単
価

よ
り
も
１
万
円
低
く
、
出
場

報
酬
は
２
，
７
０
０
円
で
、

４
，
３
０
０
円
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
交
付
税
単
価
並
み

に
報
酬
額
を
計
算
す
る
と

一
般
団
員
の
年
額
報
酬
は

５
３
５
人
で
５
３
５
万
円
の

増
、
出
動
報
酬
は
10
回
分
と

し
て
全
団
員
６
７
０
人
で
約

２
，
８
８
０
万
円
の
増
、
合

計
３
，
４
０
０
万
円
以
上
の

予
算
が
増
加
し
ま
す
。
平
成

26
年
度
予
算
で
は
、
消
防
団

の
年
額
報
酬
及
び
出
動
報
酬

を
４
，
３
３
６
万
１
千
円
の

措
置
を
し
て
い
ま
す
が
、
普

通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要

額
の
算
入
額
は
大
分
下
回
っ

て
お
り
１
，
８
１
２
万
５
千

円
と
見
込
ま
れ
、
２
，
５
２

３
万
６
千
円
も
下
回
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
報
酬
等
増
額

し
た
場
合
で
も
そ
れ
に
見

合
っ
た
交
付
税
が
増
え
る
よ

う
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
構
造

的
な
仕
組
み
が
そ
う
な
っ
て

い
ま
す
。
普
通
交
付
税
の
標

準
団
体
行
政
規
模
を
10
万
人

と
し
て
お
り
、
消
防
団
員
数

は
５
６
３
人
と
見
積
も
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
の
人
口
は

３
万
1
千
人
で
あ
り
、
団
員

数
に
す
る
と
２
３
０
人
し
か

交
付
税
は
算
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
市

の
実
団
員
６
７
０
人
で
、
こ

の
団
員
数
の
３
分
の
１
の
団

員
数
で
し
か
交
付
税
は
算
定

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
出
動
報
酬
の
回
数

に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
10

回
程
度
措
置
し
て
い
ま
す

が
、
普
通
交
付
税
で
は
６
回

程
度
分
し
か
算
定
し
て
お
ら

ず
、
市
の
予
算
額
と
普
通
交

付
税
の
算
定
に
は
乖
離
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
通

知
の
よ
う
に
引
き
上
げ
る
こ

と
に
な
る
と
、
財
政
的
な
負

担
が
か
な
り
増
大
す
る
こ
と

や
、
ほ
か
の
報
酬
と
の
均
衡

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
の

引
き
上
げ
は
他
市
町
の
動
向

も
踏
ま
え
て
今
後
検
討
し
ま

す
。

議
員
▼
国
民
健
康
保
険
税
は
、

応
能
割
（
所
得
割・資
産
割
）

と
応
益
割
（
均
等
割
・
平
等

割
）
が
あ
り
ま
す
が
、
税
率

は
市
町
村
ご
と
に
異
な
っ
て

お
り
、
資
産
割
が
な
い
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は

市
民
が
市
外
に
資
産
を
所
有

し
て
い
た
場
合
、
そ
の
資
産

に
対
し
て
は
資
産
割
を
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。
資
産
割
を
見

直
す
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長
▼
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
に
お
い
て
、
資
産
割
を

な
く
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で

の
負
担
分
も
全
て
所
得
割
で

賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
所

得
割
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
方

に
よ
り
多
く
の
負
担
を
強
い

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
資
産

割
を
な
く
す
賦
課
方
式
の
変

更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
▼
住
民
票
の
写
し
と
印

鑑
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

市
長
▼
住
民
票
の
写
し
等
を

交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

扱
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
は
４

社
で
、
利
用
時
間
は
午
前
６

時
半
か
ら
午
後
11
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー

の
資
料
に
よ
る
と
、
シ
ス
テ

ム
構
築
に
係
る
費
用
が
平
均

で
約
２
，
９
０
０
万
円
、
市

負
担
金
が
年
間
３
０
０
万
円
、

コ
ン
ビ
ニ
へ
の
委
託
料
が
１

件
当
た
り
１
２
０
円
、
シ
ス

テ
ム
の
リ
ー
ス
・
保
守
費
用

が
年
間
１
７
０
万
円
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
件
数
が
年
間
の
証

明
書
交
付
件
数
の
約
10
％
に

当
た
る
２
，
５
０
０
円
と
い

う
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
年

間
経
費
は
約
１
，
２
０
０
万

円
と
な
り
証
明
書
１
件
に
つ

き
約
４
，
８
０
０
円
の
経
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

戸
籍
や
税
の
証
明
書
も
交
付

す
る
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム

改
修
費
と
し
て
さ
ら
に
約
１
，

６
０
０
万
円
も
の
多
額
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
と
こ
ろ
実
施
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
後
、
番
号
法
制

度
の
実
施
に
よ
り
市
町
村
等

へ
の
証
明
書
の
添
付
が
簡
素

化
さ
れ
証
明
書
交
付
件
数
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
が
未
知

数
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
多
く

の
課
題
が
あ
る
た
め
、
そ
の

状
況
に
つ
い
て
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員
▼
現
在
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
、
住
民
票
等

の
写
し
が
取
り
づ
ら
い
状
況

で
す
。
お
金
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
出
来
る
よ

う
に
検
討
す
る
考
え
は
な
い

の
で
す
か
。

市
長
▼
財
政
的
に
可
能
な
ら

ば
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
っ

た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
や
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
や
れ

な
い
と
い
う
状
況
を
御
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
証
明
書
等
の
窓
口

対
応
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
財
政
的
な
支
援
を
い
た

だ
か
な
い
と
進
む
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
、

国
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
小
島
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整

備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

導
監
督
を
発
揮
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
忌
憚

の
な
い
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
市
長
、
副
市
長
共
々
、

精
進
が
足
り
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
今
後
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
首
長
と
副
首
長
の
組
み
合

わ
せ
は
、
副
首
長
が
首
長
の

補
佐
役
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

か
が
重
要
で
、
前
職
が
役
所

か
民
間
か
と
い
う
こ
と
は
考

え
る
必
要
が
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
策
参
謀
の
副
首

長
の
仕
事
は
、
政
策
と
し
て

の
複
数
の
選
択
肢
の
設
定
・

助
言
ま
で
で
、
決
断
す
る
の

は
ト
ッ
プ
で
あ
る
首
長
の
最

も
重
要
な
仕
事
で
す
。
司
令

塔
の
首
長
と
政
策
参
謀
の
副

首
長
以
下
、
全
職
員
が
首
長

の
ブ
レ
ー
ン
と
な
り
、
同
じ

ベ
ク
ト
ル
で
仕
事
に
当
た
る

こ
と
が
組
織
論
と
し
て
最
も

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
今
後
、こ
の
よ
う
な
激
励・

御
忠
告
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
、
副
市
長
と
ベ
ス
ト
コ
ン

ビ
で
市
政
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

旧
角
田
女
子
高
校
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て

議
員
▼
宮
城
県
所
有
の
財
産

の
旧
角
田
女
子
高
校
跡
地
は
、

市
の
中
心
地
に
あ
る
広
大
な

土
地
な
の
で
、
何
ら
か
に
活

用
で
き
な
い
か
等
、
数
多
く

の
市
民
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
市
長
は
早
急
に
跡
地

活
用
に
向
け
た
行
動
・
実
現

に
努
め
る
べ
き
で
す
。

市
長
▼
旧
角
田
女
子
高
校
跡

地
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、

市
は
県
か
ら
あ
の
広
大
な
土

地
を
買
う
こ
と
に
な
る
の
が

前
提
と
な
り
、
そ
の
費
用
は

数
億
円
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、

県
の
財
産
な
の
で
角
田
市
が

勝
手
に
活
用
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
あ
の
地
域
は
都
市
計
画

区
域
の
第
１
種
中
高
層
住
宅

専
用
地
域
で
、
住
宅
・
公
共

施
設
・
医
療
福
祉
施
設
、
店

舗
で
す
と
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
と
い
う
建
物
の
用

途
制
限
が
あ
り
ま
す
。
市
の

都
市
計
画
と
整
合
性
を
図
る

な
ら
、
県
の
公
営
住
宅
の
整

備
、
民
間
の
医
療
福
祉
施
設

な
ど
へ
の
売
却
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
工
場
誘
致
で
あ
れ
ば
、

都
市
計
画
の
用
途
変
更
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
は
地
域
の
方
々
の
御
理
解

が
な
け
れ
ば
用
途
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
。
県
で
売
却
等
の

考
え
が
あ
る
な
ら
ば
、
県
と

連
絡
を
密
に
し
て
方
向
性
を

見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
▼
市
長
と
副
市
長
は
、

市
職
員
経
験
者
の
同
級
生
で

あ
り
、
切
磋
琢
磨
が
見
え
な

い
と
い
う
市
民
の
声
を
耳
に

し
ま
す
。
市
長
職
は
対
外
的

な
対
応
が
多
く
、
内
部
の
き

め
細
か
な
点
に
目
を
配
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
副
市
長

が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
市
長
と
副
市
長
は
常

に
連
携
を
図
り
、
職
員
の
指

金
津
中
学
校
の
今
後
に
つ

い
て

議
員
▼
『
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
』
や
『
議
会
報
告
会
』
で
、

市
民
か
ら
、
生
徒
の
学
力
や

教
育
環
境
を
懸
念
し
、
金
津

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
の

意
見
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の

趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
ま
す

が
『
金
津
中
学
校
も
有
り
続

け
て
欲
し
い
』
こ
と
か
ら
質

問
し
ま
す
。

　
⑴
生
徒
数
減
に
よ
り
教
員

の
定
数
が
減
少
し
、
専
門
教

科
の
免
許
が
な
い
教
員
が
教

え
て
い
る
教
科
は
あ
り
ま
す

か
。

教
育
長
▼
金
津
中
学
校
の
生

徒
数
は
１
０
９
人
、
学
級
数

は
５
ク
ラ
ス
で
、
教
員
定
数

は
10
人
で
す
。
う
ち
免
許
を

持
た
な
い
の
は
技
術
科
の
教

員
で
、家
庭
科
に
つ
い
て
は
、

他
校
か
ら
の
兼
務
教
員
を
充

て
て
い
ま
す
。
こ
の
形
に
起

因
し
て
学
力
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
状
況
は
な
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

議
員
▼
⑵
将
来
子
ど
も
の
数

が
減
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す

が
、
統
合
を
考
え
て
い
ま
す

か
。

教
育
長
▼
小
中
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
平
成
17
年
９

月
に
、平
成
34
年
ま
で
の『
角

田
市
立
学
校
施
設
整
備
の
将

来
構
想
』
を
策
定
し
ま
し

た
。
現
在
も
こ
の
構
想
に
変

議
員
▼
有
料
道
路
を
利
用
す

る
頻
度
の
高
い
車
で
あ
る
大

型
バ
ス
に
、
今
後
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を

取
り
つ
け
て
い
く
考
え
が
あ

る
か
伺
い
す
。

市
長
▼
ミ
ニ
バ
ン
（
８
人
乗

り
）、
中
型
バ
ス
、
大
型
バ

ス
に
お
い
て
も
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の

取
り
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
以
外
の
普
通
自
動
車

等
に
つ
い
て
は
、
使
用
状
況

を
見
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

わ
り
は
無
く
、
金
津
中
学
校

は
、
枝
野
小
学
校
と
藤
尾
小

学
校
の
通
学
区
域
で
構
成
さ

れ
る
中
学
校
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
生
徒
数
は

今
後
10
年
間
、
現
在
と
ほ
ぼ

同
程
度
の
１
０
０
人
前
後
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
見
直
し
を

す
る
場
合
は
、
地
域
・
保
護

者
の
皆
様
の
意
向
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
学
校

の
再
編
整
備
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

議
員
▼
⑶
工
業
団
地
造
成
や

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
候

補
地
等
、
金
津
地
区
の
人
口

増
加
対
策
を
今
か
ら
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

市
長
▼
人
が
定
住
す
る
判
断

基
準
は
難
し
く
、
団
地
を
造

成
し
て
も
必
ず
し
も
人
口
増

加
に
は
繋
が
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
藤
尾

地
区
は
金
津
を
中
心
に
魅
力

的
な
環
境
が
あ
り
ま
す
の

で
、
地
域
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
交
流
人
口
を
増
や

し
、地
域
の
活
力
を
す
れ
ば
、

も
っ
と
魅
力
の
あ
る
地
域
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
進
め
ば
、
学
校
は
確
実
に

減
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
決
し

て
行
政
だ
け
の
責
任
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
自
分
た
ち
が
今
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

公用車のETC
取り付けについて

市長及び副市長の
政治姿勢について

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
客
体
に
つ
い
て

消
防
団
支
援
法
の
成
立
に
伴
う

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

小 
島 
　 
正  

議
員

10人の議員が市政を問う
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一 般 質 問10人の議員が市政を問う

谷 津 睦 夫  議員

小 湊 　 毅  議員

八 

島 

定 

雄  

議
員

議
員
▼
平
成
26
年
度
国
保
の

低
所
得
者
に
対
す
る
国
の
財

政
支
援
の
強
化
策
に
つ
い

て
、
角
田
市
は
ど
の
様
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
▼
こ
の
強
化
策
に
よ

り
、
均
等
割
保
険
税
軽
減
対

象
被
保
険
者
が
増
え
て
、９
，

１
０
４
人
か
ら
１
万
４
０
９

人
に
な
り
ま
す
。
平
等
割

保
険
税
軽
減
対
象
世
帯
は
、

５
，
６
１
７
世
帯
か
ら
６
，

３
１
３
世
帯
に
拡
大
し
ま

す
。
そ
の
軽
減
額
は
、
現
行

の
軽
減
額
１
億
４
６
２
万
円

に
対
し
、
拡
充
後
の
軽
減
額

は
１
億
１
，
９
８
６
万
９
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
・
県
が
負
担

す
る
国
民
健
康
保
険
基
盤
安

定
負
担
金
が
増
額
交
付
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
も
増
額
さ
れ
ま

す
。
低
所
得
の
被
保
険
者
が

多
い
本
市
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
被
保
険
者
の
国
民
健

康
保
険
税
収
納
率
が
改
善
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、

財
政
基
盤
が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

放
射
能
汚
染
か
ら
命
と
健

康
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

議
員
▼
学
校
等
の
一
角
に
一

時
保
管
さ
れ
て
い
る
汚
染
土

壌
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
処

理
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す

か
。

市
長
▼
保
管
土
壌
の
量
は
、

24
年
度
、
25
年
度
の
除
染
分

で
３
，
７
０
９
立
方
メ
ー
ト

ル
と
な
る
見
込
み
で
す
。
保

管
方
法
は
、
遮
水
シ
ー
ト
や

遮
水
性
の
あ
る
土
の
う
袋

に
入
れ
て
保
管
し
て
い
ま

す
。
地
下
保
管
で
あ
り
、
日

光
や
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
も
な
い
こ
と
か
ら
、
保
管

資
材
は
数
十
年
ほ
ど
も
つ
と

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
除

去
土
壌
の
今
後
の
処
理
に
つ

い
て
、
ま
だ
国
か
ら
は
除
去

土
壌
の
処
分
基
準
が
示
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
処
分
基
準

が
決
ま
る
ま
で
は
除
去
土
壌

は
現
場
保
管
と
し
、
国
か
ら

処
分
基
準
が
示
さ
れ
て
か
ら

そ
の
後
の
処
分
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

「（
仮
称
）角
田
市
手
話
条

例
」の
制
定
に
つ
い
て

議
員
▼
県
内
で
最
初
と
な
る

（
仮
称
）
角
田
市
手
話
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
制
定
す
る
と
す
れ
ば

や
は
り
県
段
階
で
の
制
定
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
条

例
の
制
定
に
よ
っ
て
体
制
を

推
進
し
て
い
く
と
い
う
よ
り

は
、
ま
ず
手
話
は
言
葉
で
あ

る
と
い
う
こ
と
の
啓
発
や
、

手
話
が
使
い
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
例
え
ば
市
の
窓
口
で
は
手

話
が
で
き
る
職
員
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
そ
の
職
員
の
手

話
の
養
成
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
あ
る
い
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し

た
遠
隔
通
訳
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
意
思
疎
通
の
た
め
の
手

段
と
し
て
の
手
話
、
こ
れ
を

使
用
で
き
る
環
境
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員
▼
市
内
に
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
地

域
の
復
旧
工
事
に
使
用
さ
れ

る
土
砂
や
山
砂
利
の
民
間
採

取
場
が
あ
り
、
多
く
の
大
型

ダ
ン
プ
カ
ー
の
通
行
に
よ
る

市
道
の
損
傷
が
目
立
ち
ま

す
。
国
の
復
興
予
算
で
整
備

で
き
な
い
か
と
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
市
長
は
国
に
対
し
て

震
災
復
興
財
源
の
全
額
措
置

を
求
め
る
要
望
を
し
、
復
興

財
源
に
よ
る
市
道
の
補
修
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
道
平
口
金
彫
沢
線
と
主

要
地
方
道
丸
森
柴
田
線
を
つ

な
ぐ
、
幅
員
が
狭
い
坂
道
の

取
り
つ
け
道
路
の
補
修
工
事

の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長
▼
管
理
者
の
国
土
交
通

省
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
角

田
出
張
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
修
繕
の
予
定
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
路
面
に
ク

ラ
ッ
ク
や
凹
凸
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
修
繕
す
る

よ
う
要
請
し
ま
す
。

議
員
▼
市
道
平
口
金
彫
沢
線

の
残
さ
れ
た
区
間
の
補
修
工

事
は
い
つ
頃
に
な
り
ま
す

か
。

市
長
▼
本
年
９
月
ま
で
に
工

事
完
了
予
定
で
す
。

議
員
▼
再
び
道
路
が
破
損
し

た
場
合
、
補
修
し
て
も
ら
え

る
の
で
す
か
。

市
長
▼
一
度
補
修
し
た
路
線

で
も
、
復
旧
・
復
興
事
業
に

よ
り
道
路
が
破
損
し
、
原
因

者
が
特
定
さ
れ
れ
ば
再
度
補

修
対
応
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員
▼
採
取
場
か
ら
運
搬
路

と
な
っ
て
い
る
市
道
は
何
路

線
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
そ

れ
ら
の
路
線
も
国
の
復
興
財

源
で
補
修
工
事
が
で
き
る
の

で
す
か
。

市
長
▼
２
月
18
日
現
在
、
市

内
13
カ
所
の
土
砂
採
取
場
が

稼
働
し
、
運
搬
路
と
な
っ
て

い
る
市
道
は
10
路
線
あ
り
ま

す
。
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ

る
道
路
損
傷
が
特
定
さ
れ
た

場
合
、
原
因
者
が
補
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

議
員
▼
市
道
三
河
尻
金
彫
沢

線
は
、
約
１
０
０
台
の
大
型

ダ
ン
プ
カ
ー
が
１
日
に
７
往

復
し
、
か
な
り
路
面
が
沈
下

43
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

18
カ
所
、
入
り
口
が
男
女
別

に
な
っ
て
い
な
い
も
の
23
カ

所
、
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
が

な
い
も
の
39
カ
所
で
す
。

議
員
▼
岡
駅
前
の
ト
イ
レ
は

建
て
替
え
予
定
で
す
が
、
そ

の
他
の
ト
イ
レ
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
▼
岡
駅
前
の
ト
イ
レ
以

外
の
改
修
等
の
予
定
は
現
在

あ
り
ま
せ
ん
。
水
洗
化
・
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
箇
所
や
、
老
朽

化
し
て
い
る
箇
所
も
多
い
で

す
。
交
流
人
口
１
０
０
万
人

を
目
指
す
上
で
も
、
市
内
の

公
共
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
を

順
次
進
め
る
こ
と
へ
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
整
備
方
法
を
検
討
し
、

計
画
的
に
整
備
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員
▼
ト
イ
レ
を
常
に
清
潔

に
保
つ
た
め
に
は
、
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
の
協
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の

状
況
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
地
域
の
方
に
管
理
し

て
頂
い
て
い
る
箇
所
は
５
カ

所
で
す
。
近
隣
に
お
住
ま
い

の
方
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ

と
は
、
大
変
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員
▼
自
治
セ
ン
タ
ー
の
ト

イ
レ
改
修
は
１
年
に
１
カ
所

の
予
定
で
、
全
セ
ン
タ
ー
完

了
ま
で
７
年
か
か
り
ま
す
。

２
～
３
年
で
完
了
さ
せ
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長
▼
自
治
セ
ン
タ
ー
の
改

修
は
ト
イ
レ
だ
け
で
な
く
屋

根
等
の
補
修
も
一
緒
に
行
う

計
画
な
の
で
、
１
館
当
た
り

の
工
期
が
長
く
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
の
改
修
だ
け
を
先
に

や
る
か
検
討
し
ま
す
。

議
員
▼
ト
イ
レ
の
設
計
の
際

に
、
女
性
の
方
の
意
見
は
取

り
入
れ
て
い
ま
す
か
。

建
築
住
宅
課
長
▼
北
郷
自
治

セ
ン
タ
ー
改
修
は
、
設
計
事

務
所
と
協
議
中
で
す
。
岡
駅

前
は
、
当
課
の
女
性
建
築
技

士
の
感
覚
を
入
れ
た
設
計
に

し
ま
す
。

議
員
▼
ど
こ
に
行
け
ば
用
が

た
せ
る
か
一
目
で
分
か
る
よ

う
な
、
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
を
是

非
作
っ
て
欲
し
い
。

市
長
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
作
成
し
た
オ
レ
ン
ジ

マ
ッ
プ
に
は
、
ト
イ
レ
状
況

等
も
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ

を
活
用
す
る
ほ
か
、
観
光

マ
ッ
プ
に
ト
イ
レ
情
報
を
追

加
し
た
り
、
公
衆
ト
イ
レ
の

案
内
標
識
を
設
置
す
る
な
ど
、

利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
ま
す
。

【
小
湊
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
角
田
市
定
員
適
正
化
計
画

に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
の
ト
イ
レ
に

対
す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
人
間
の
生
活
の
基
本

中
の
基
本
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
設
置
し
、

清
潔
に
管
理
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
市
が
管
理
し
て
い
る

公
園
等
の
ト
イ
レ
の
現
状
を

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
公
園
等
の
ト
イ
レ
は

議
員
▼
仙
南
広
域
の
４
者
会

談
で
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し

ま
し
た
か
。

市
長
▼
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数

を
減
ら
す
対
策
の
必
要
性
と
、

捕
獲
・
駆
除
し
た
イ
ノ
シ
シ

は
積
極
的
に
焼
却
処
分
す
べ

き
で
あ
り
、
大
型
の
も
の
は

解
体
し
て
焼
却
処
分
場
に
持

ち
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と

述
べ
ま
し
た
。

議
員
▼
今
後
あ
る
べ
き
広
域

連
携
や
広
域
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
大
河
原
地
域
農
作
物

等
鳥
獣
被
害
対
策
連
携
会
議

を
設
置
し
、
仙
南
地
域
で
の

情
報
の
共
有
化
、
被
害
対
策

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
市
町
が
共
同
で

行
う
連
携
駆
除
・
連
携
捕
獲

の
考
え
も
出
て
い
ま
す
。

議
員
▼
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

の
焼
却
処
分
の
実
績
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
１
月
８
日
現
在
、
仙

南
２
市
７
町
の
捕
獲
処
分
頭

数
は
２
，
０
２
７
頭
で
、
う

ち
角
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
地
内

の
動
物
焼
却
施
設
で
の
焼
却

は
２
７
２
頭
で
す
。

議
員
▼
平
成
29
年
４
月
に
供

用
開
始
予
定
の
（
仮
称
）
仙

南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

動
物
処
理
方
法
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
小
動
物
が
対
象
で
、

焼
却
で
き
る
サ
イ
ズ
は
長
さ

が
１
４
０
㎝
、
高
さ
40
㎝
、

幅
70
㎝
以
内
で
、
イ
ノ
シ
シ

で
あ
れ
ば
約
50
㎏
以
下
の
も

の
で
す
。
大
型
の
イ
ノ
シ
シ

は
、
解
体
し
て
搬
入
す
る
こ

議
員
▼
仙
南
地
区
の
駆
除
頭

数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
平
成
25
年
度
の

駆
除
頭
数
は
、
角
田
市

１
，
０
０
０
頭
、
丸
森
町
１
，

５
０
０
頭
、
白
石
市
７
０
０

頭
の
見
込
み
で
す
。
平
成
26

年
度
の
駆
除
目
標
頭
数
は
、

角
田
市
８
０
０
頭
、
丸
森
町

２
，
０
０
０
頭
、
白
石
市

７
０
０
頭
で
、
そ
の
他
の
市

町
は
20
頭
～
２
５
０
頭
で
す
。

と
に
な
り
ま
す
。

議
員
▼
駆
除
隊
員
の
負
担
軽

減
、
処
理
の
迅
速
化
を
図
る

た
め
、
イ
ノ
シ
シ
を
解
体
せ

ず
に
焼
却
で
き
る
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
を
仙
南
広
域
理

事
会
で
検
討
し
ま
し
た
か
。

市
長
▼
検
討
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
理
事
会
で
問
題
を
共

有
し
、
有
害
鳥
獣
焼
却
施
設

を
仙
南
地
域
１
カ
所
に
整
備

す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
焼
却
施
設
へ
駆
除
し

た
有
害
鳥
獣
を
搬
入
す
る
の

は
、
各
市
町
の
責
任
で
や
る

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
通
学
路
で
の
イ
ノ
シ

シ
の
出
没
や
人
的
被
害
を
危

惧
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
る

中
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
を
担
保
す
る
対
策
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
危
険
防
止
策
と
し
て
、

広
報
等
で
危
険
防
止
・
危
険

回
避
の
方
法
を
周
知
す
る
と

共
に
、
食
物
残
渣
を
置
か
な

い
こ
と
、
通
学
路
の
草
刈
り

を
行
い
イ
ノ
シ
シ
が
身
を
潜

め
る
環
境
を
地
域
ぐ
る
み
で

な
く
す
こ
と
に
加
え
、
有
害

鳥
獣
駆
除
隊
に
よ
る
駆
除
活

動
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

教
育
長
▼
有
害
鳥
獣
の
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、

即
座
に
事
実
確
認
と
同
時
進

行
で
小
・
中
学
校
に
連
絡
を

と
り
、
児
童
生
徒
へ
の
注
意

喚
起
を
図
る
と
共
に
、
保
護

者
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

広域的な「有害鳥獣
（イノシシ）の対策」について

角田市の
トイレ事情について

国
の
復
興
財
源
に
よ
る

市
道
の
補
修
工
事
に
つ
い
て

収
入
の
少
な
い
国
民
健
康
保
険

加
入
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

伊 
藤 
善 
昭  

議
員

し
て
い
ま
す
。
国
の
事
業
と

し
て
こ
の
区
間
の
か
さ
上
げ

を
含
め
た
補
修
工
事
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

土
木
課
長
▼
原
形
復
旧
が
原

則
と
な
っ
て
お
り
、
傷
ん
だ

舗
装
を
修
繕
す
る
の
が
基
本

で
す
。
国
や
施
工
の
発
注
者

側
へ
情
報
提
供
し
な
が
ら
協

議
・
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
伊
藤
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

○
民
間
委
託
に
つ
い
て

○
市
民
ゴ
ル
フ
場
、
農
業
の

館
の
施
設
照
明
に
つ
い
て

○
積
雪
時
の
工
事
現
場
周
辺

の
除
雪
に
つ
い
て

▲補修が完了した市道平口金彫沢線の区間
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角田市農業の館の管理運営に関する調査特別委員会
－ 改善策の最終報告をまとめ市長に提出しました －

提　言　内　容

　角田市議会におきましては、平成23年12月22日に、角田市農業の館の管理運営に関する調査特別委員会を
設置し、角田市農業の館の管理運営に関し調査・検討をしてまいりました。
　このたび、平成26年２月25日に９回目の特別委員会を開催し、次のとおり「角田市農業の館の改善に向け
ての提言（最終報告）」を取りまとめ、改善の措置を講じられるよう市長に提出しました。
　なお、今後とも角田市農業の館の実績や運営状況等を見ながら、設置目的に沿った施設となっているか、所
管の産業建設常任委員会において継続して調査してまいります。

項目１ 原料堆肥の確保について
提　言
①市、指定管理者、利用組合による会議を定期的に開催し、計画通りの搬入が出来るよう努めるとともに、利

用組合においては、組合員一人ひとりが地域資源の循環に対する強い自覚を持ち、意識の共有・向上を発揮
できる組織にすること。また、組合員の加入促進を積極的に行っていくとともに、稼働率の向上を図るため、
広く畜産農家の協力が得られる環境を整えること。

②堆肥づくりに精通する職員を置く方向で今後検討すること。

項目２ 原料堆肥の水分調整について
提　言
①水分調整70％以下で搬入するよう徹底をすること。
②水分含有率が少ない繁殖肥育牛農家の利用組合への積極的な加入促進を実施すること。

項目３ 乾燥調整について
提　言
①灯油を使用しない方式を確立するための調査・研究を進めること。
②熟成槽で切り返しを行い、戻し堆肥の利用率を高め、日数をかけて製品づくりをすること。
③醗酵菌、酵母菌の使用も検討すること。

項目４ 副資材の投入について 
提　言
①畜種変更も考え、鶏ふん、米ぬか、堤防の草、食物残渣等の利用を調査・研究し、積極的に取り組むこと。

項目５ 堆肥の品質について
提　言
①専門機関で定期的に分析を行い、地区毎に堆肥散布実証田を設け、効果等について検証すること。また、堆

肥散布実証田については、大きい看板で表示し、ＰＲをすること。
②他の施設で生産された堆肥と比較分析し、より品質の高い堆肥を生産すること。

項目６ 機械の修繕について
提　言
①プラントを熟知し、専門業者による定期的な点検を実施して、故障の早期発見に努めるとともに、計画的な

修繕の実施を進めていくこと。
②修繕の実施に当たっては、地元・近隣の業者で対応できる体制づくりをすること。

項目７ 地域資源循環型農業・有機農業の里づくりの確立
提　言
①項目１から項目６までの運用改善をして絶えず効率性や効果的支出に留意し、製品化率の向上を目指し、な

お一層の効率的管理運営を図ること。
②角田産農産物の高付加価値化、ブランド化を志向し、有機農業の里づくりの目的達成のため、角田市農業の

基本となる地域資源循環型農業を推進すること。

　角田市議会では、市民の皆様に日頃の議会活動を身近に感じていただくため、１月20日から２月７日
まで、市内 15 会場に出向き開催しました。（表３参照）
　はじめに「第７回議会報告会の意見・要望に対する検討結果について」の報告を行い、その後、報告に
対する質疑応答や地域の課題について意見交換をしました。

第８回議会報告会開催状況表３

開　催　日　時 会　　　場 対　象　地　区
参加者数（人）

男性 女性 合計

１月20日（月）　午後７時00分 藤尾自治センター 藤尾地区 16 6 22

１月21日（火）　午後７時00分 小田自治センター 小田地区 16 0 16

１月22日（水）　午後７時00分 野田生活センター 角田地区（野田） 8 1 9

１月23日（木）　午後７時00分 東根自治センター 東根地区 26 8 34

１月24日（金）　午後７時00分 南 町 公 民 館 角田地区（西南町、東南町、立町、
中島、北町、谷地町） 13 0 13

１月27日（月）　午後７時00分 桜 自 治 セ ン タ ー 桜地区 17 2 19

１月28日（火）　午後６時30分 西根自治センター 西根地区 20 1 21

１月28日（火）　午後７時00分 北郷自治センター 北郷地区 18 1 19

１月29日（水）　午後６時30分 枝野自治センター 枝野地区 18 2 20

１月29日（水）　午後７時00分 角田自治センター 角田地区（東町、本町、東仲町、
西仲町、天神町） 6 0 6

１月30日（木）　午後７時00分 東 田 町 公 民 館 角田地区（西田町、東田町、横田町） 5 0 5

１月31日（金）　午後７時00分 中 島 下 区 民 会 館 角田地区（新中島南、新中島北、
中島下、高畑南） 11 0 11

２月５日（水）　午後６時30分 横倉自治センター 横倉地区 10 0 10

２月６日（木）　午後６時30分 寺 前 コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン タ ー

角田地区（新丁、新丁東、新丁西、
寺前） 15 2 17

２月７日（金）　午後６時30分 老 ヶ 崎 集 会 所 角田地区（老ヶ崎、豊室、古豊室） 6 2 8

合　　　　　　　　　　　　計 205 25 230

～市民に開かれた議会を目指して～

第８回議会報告会に230人
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一
般
会
議
に
つ
い
て

　
議
会
で
は
、
角
田
市
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
団
体

等
の
希
望
に
よ
り
、
議
会
と
住

民
が
い
つ
で
も
意
見
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
る
一
般
会
議
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
議
は
、
議
会
へ
の
市

民
参
加
の
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
多
様
な
住
民
の
意
思
・

意
見
を
聴
取
し
、
そ
こ
か
ら
発

生
す
る
市
政
上
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
の
政
策
提
案
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
常

任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
だ
け

で
は
、
対
処
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
諸
課
題
に
対
し
、
議
員
と

市
民
団
体
等
が
自
由
に
意
見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
議
で

す
。

　
一
般
会
議
は
、
市
民
団
体
等

か
ら
の
要
請
に
よ
り
開
催
し
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
議
会
側
か

ら
求
め
る
方
法
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

 

総
務
財
政
常
任
委
員
会
所
管

Ｑ　
『
道
の
駅
』
構
想
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ　
第
５
次
長
期
総
合
計
画
に
あ

る
『
交
流
人
口
１
０
０
万
人
都

市
』
を
目
指
し
、
総
合
体
育
館

付
近
の
約
1.7‌

ha
の
敷
地
に
『
道

の
駅
』
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

構
想
段
階
で
は
、
情
報
案
内
所
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
産
直
市
場
、
ト

イ
レ
、
駐
車
場
等
を
整
備
し
、

完
成
は
、
平
成
29
年
度
と
な
る

予
定
で
す
。

Ｑ　
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
を
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

ま
で
運
行
し
て
欲
し
い
の
で
す

が
…

Ａ　
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
は
、
市
内
商
店
街
の
活
性

化
と
市
の
財
政
負
担
と
な
っ
て

い
た
市
民
バ
ス
の
代
替
の
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
利
用
者
が

自
宅
か
ら
市
内
目
的
地
ま
で
乗

降
で
き
る
『
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
』

に
よ
る
き
め
細
や
か
な
対
応
が

で
き
る
等
を
目
的
と
し
て
運
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
市
外
へ
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と

は
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
に

限
ら
ず
、
他
の
市
外
医
療
機
関

 

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
所
管

Ｑ　
改
修
後
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
大

丈
夫
で
す
か
。

Ａ　
駐
車
場
の
確
保
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。
現
在
は
、
第
２
駐
車

場
、
中
央
広
場
、
旧
健
康
セ
ン

タ
ー
跡
地
を
利
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
私
有
地
の
購
入
も
視
野

に
入
れ
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
市
内
に
小
児
科
医
が
い
な
い

の
で
す
が
…

Ａ　
市
内
に
小
児
を
診
療
す
る
医

療
機
関
は
あ
り
ま
す
が
、
小
児

科
専
門
と
し
て
看
板
を
出
し
て

い
ま
せ
ん
し
、
小
児
を
診
察
す

る
医
師
は
少
な
い
で
す
。
小
児

科
専
門
医
は
近
隣
市
町
に
も
お

り
ま
す
が
、
紹
介
状
が
無
く
と

も
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
の
小

児
科
は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
（
仮
称
）
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

の
問
題
は
大
丈
夫
な
の
か
。

Ａ　
（
仮
称
）
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
炉
は
流
動
床
式
ガ
ス

化
溶
融
炉
で
す
。
高
温
度
で
ゴ

ミ
を
焼
却
し
、
燃
焼
後
の
ガ
ス

は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
い
う
装

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管

Ｑ　
水
田
に
塩
化
カ
リ
肥
料
を
散

布
す
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

Ａ　
塩
化
カ
リ
肥
料
を
散
布
す
る

こ
と
に
よ
り
、
水
稲
へ
の
放
射

性
物
質
の
吸
収
を
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
度

は
水
稲
・
転
作
大
豆
10
ａ
当
た

り
20
㎏
を
生
産
農
家
へ
配
布
し
、

散
布
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

Ｑ　
市
営
中
島
住
宅
の
建
設
予
定

は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　
市
で
は
平
成
26
年
度
に
市
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
改
訂

を
行
っ
て
、
市
営
住
宅
等
の
配

置
計
画
を
見
直
す
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
に
具
体

的
な
建
設
に
向
け
動
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

置
を
通
過
し
て
排
出
さ
れ
る
た

め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
国
の

基
準
値
の
10
分
の
１
で
処
理
で

き
ま
す
。
ま
た
、
溶
融
炉
か
ら

出
た
ス
ラ
グ
は
、
道
路
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
骨
材
等
に
有
効
活

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

に
通
院
さ
れ
る
市
民
も
い
る
こ

と
や
民
業
圧
迫
等
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。
み
や
ぎ
県
南
中
核
病

院
へ
公
共
交
通
機
関
で
通
院
し

て
い
る
方
が
意
外
に
少
な
い
よ

う
で
す
が
、
自
家
用
車
を
持
た

な
い
方
に
は
切
実
な
問
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、
再
度
、
議
会
と

し
て
も
市
へ
提
言
し
て
参
り
ま

す
。

Ｑ　
除
染
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

Ａ　
子
ど
も
が
利
用
す
る
施
設
か

ら
除
染
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
、
子
ど
も
が
利
用

す
る
公
園
等
の
調
査
を
行
い
、

平
均
線
量
が
０
・
23
μ
Sv
／
ｈ

以
上
の
施
設
に
つ
い
て
除
染
を

行
い
ま
し
た
。

　
　
平
成
26
年
度
は
、
学
校
付
近

の
通
学
路
や
公
共
施
設
等
の
調

査
を
行
い
、
平
均
線
量
が
０
・

23
μ
Sv
／
ｈ
以
上
の
施
設
の
除

染
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

ご
と
に
数
件
の
住
宅
の
線
量
測

定
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　
角
田
市
自
治
セ
ン
タ
ー
条
例

が
撤
回
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
。

Ａ　
今
ま
で
自
治
セ
ン
タ
ー
は
社

会
教
育
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら

　角田市議会では、毎年多くの自治体議会議員の皆様に、行政視察でお越しいただいています。
　今年度は、表４のとおり９つの自治体議会の行政視察がありました。
　視察の内容は、デマンド型乗合タクシーに関するものが多く、本市は先進的であり、特色ある取り組みが認め
られているものです。視察の受け入れは、情報交換の場でもあり、観光振興にもつながるもので、今後も積極的
に視察を受け入れ、全国に本市のまちづくりを情報発信していきます。
表４

№ 月　　日 視察自治体名 視　　察　　内　　容

１ ８月　８日 千葉県茂原市議会
会派 デマンド型乗合タクシーについて

２ ８月２０日 京都府亀岡市議会
会派 あぶくま農学校について

３ １０月　３日 佐賀県神埼市議会
会派 デマンド型乗合タクシーについて

４ １０月　３日 埼玉県幸手市議会
総務・文教厚生・建設経済常任委員会 デマンド型乗合タクシーについて

５ １０月　９日 宮城県白石市議会
議会改革検討委員会 議会改革の取り組みと議会基本条例について

６ １１月　６日 栃木県那須烏山市議会
総務企画常任委員会 デマンド型乗合タクシーについて

７ １１月１３日 宮城県岩沼市議会
議会報編集特別委員会 議会のインターネット配信について

８ １１月１９日 京都府宮津市議会
産業建設福祉委員会 認知症高齢者等を支える地域づくりについて

９ １月２１日 岩手県遠野市議会
議会運営委員会 議会改革の取り組みについて

平成25年度行政視察の受け入れ状況

教
育
委
員
会
所
管
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
公
民
館
業
務
を

越
え
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

も
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

た
め
、
自
治
セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
明
確
に
し
、
市
長
部
局
の
公

の
施
設
と
す
る
た
め
、
条
例
案

が
平
成
25
年
12
月
定
例
会
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
各

自
治
セ
ン
タ
ー
長
は
じ
め
現
場

の
理
解
が
不
十
分
で
あ
り
、
時

間
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。」

と
の
議
会
の
意
見
が
多
数
を
占

め
た
た
め
、
条
例
案
が
撤
回
さ

れ
ま
し
た
。

Ｑ　
防
犯
灯
の
設
置
を
お
願
い
し

て
い
る
の
で
す
が
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

Ａ　

角
田
市
内
に
全
部
で
１
，

３
５
１
基
の
防
犯
灯
が
あ
り
ま

す
。
平
成
25
年
度
は
、
み
や
ぎ

環
境
税
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
の
新
設
30
基
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
95
基
を
行
い

ま
し
た
。
行
政
区
長
さ
ん
か
ら

の
新
規
設
置
要
望
箇
所
は
75
箇

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
、
計
画

的
に
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

意
見・要
望
の
主
な
も
の

 

議
会
に
対
し
て

Ｑ　

議
会
報
告
会
は
年
に
１
回

行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
に

と
っ
て
、
議
員
と
意
見
を
交
わ

す
機
会
は
あ
ま
り
無
い
の
で
、

議
会
報
告
会
を
年
に
２
回
に
戻

す
な
り
、
議
員
自
ら
地
域
に
出

向
く
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

Ａ　
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
「
議
会
活
動
や
市
政
に
対
す

る
意
見
、
要
望
な
ど
」
を
さ
ら

に
深
く
掘
り
下
げ
て
調
査
・
研

究
し
、
議
会
か
ら
の
政
策
提
言

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
、
一
昨

年
ま
で
年
２
回
の
開
催
を
１
回

と
し
、
調
査
・
研
究
に
時
間
を

費
や
す
こ
と
で
、
議
会
報
告
会

に
参
加
し
た
市
民
の
皆
様
に
対

し
、
結
果
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
い
て
、
一
般
会
議
（
※
左
記

参
照
）
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
地
区
の
問
題
な
ど
で
話

し
合
い
が
し
た
い
場
合
、
こ

の
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
の

で
、
議
会
事
務
局
（
☎
63

−

２
１
２
４
）
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

季
定
期
総
会

　
　
　
議
会
報
告
会（
西
根
自
治
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
北
郷
自
治
セ
ン
タ
ー
）

29
日　
議
会
報
告
会（
枝
野
自
治
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
角
田
自
治
セ
ン
タ
ー
）

30
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
事
務

局
職
員
研
修
会（
～
31
日
）

　
　
　
議
会
報
告
会（
東
田
町
公
民
館
）

31
日　
議
会
報
告
会（
中
島
下
区
民
会
館
）

１
日　

か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り

１
７
５
号
発
行

５
日　
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
議
会
報
告
会（
横
倉
自
治
セ
ン
タ
ー
）

６
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
総
会

　
　
　

議
会
報
告
会
（
寺
前
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

７
日　
議
員
研
修
会

　
　
　
議
会
報
告
会（
老
ケ
崎
集
会
所
）

10
日　
第
３
７
１
回
定
例
会
招
集
告
示

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

13
日　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

17
日　
本
会
議
（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
定
例
会

24
日　
会
派
代
表
者
会
議

25
日　
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
第
１
日
）

　
　
　
角
田
市
農
業
の
館
の
管
理
運
営

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
本
会
議
（
第
３
日
）

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
第
２
日
）

28
日　
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
企

業
団
議
会
定
例
会

３
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
第
３
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

４
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
総

務
財
政
分
科
会
・
産
業
建

設
分
科
会

５
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
教

育
厚
生
分
科
会

７
日　
会
派
代
表
者
会
議

10
日　
議
会
運
営
委
員
会

17
日　
宮
城
県
市
議
会
議
長
会
事

務
局
長
会
議

20
日　
議
会
報
告
会（
藤
尾
自
治
セ
ン
タ
ー
）

21
日　
岩
手
県
遠
野
市
議
会
行
政

視
察

　
　
　
議
会
報
告
会（
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー
）

22
日　
議
会
報
告
会（
野
田
生
活
セ
ン
タ
ー
）

23
日　
議
会
報
告
会（
東
根
自
治
セ
ン
タ
ー
）

24
日　
議
会
報
告
会（
南
町
公
民
館
）

27
日　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
議
会
報
告
会
（
桜
自
治
セ
ン
タ
ー
）

28
日　
宮
城
県
市
議
会
議
長
会
春

議
会
日
誌

議
会
日
誌

編
集
後
記

　
第
３
７
１
回
定
例
会
（
２
月
定

例
会
）
は
２
月
10
日
に
招
集
さ
れ

３
月
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
２
月
定
例
会
は
新
年
度
の
予
算

を
決
め
る
重
要
な
会
議
で
あ
り
、

今
回
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
予
算

案
に
つ
き
ま
し
て
は
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
般
質
問
で
は
２
日
間

に
わ
た
り
10
人
の
議
員
が
登
壇
し

活
発
な
政
策
論
議
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
議
員
一
同
「
開
か
れ

た
議
会
」「
市
民
に
分
か
り
や
す

い
議
会
」
を
目
指
し
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

２
月

３
月

１
月

６月　２日（月）　招集告示、会派代表者会議
　　　５日（木）　議員協議会、議会運営委員会
　　　９日（月）　本会議（提案理由の説明）
　　　　　　　　会派代表者会議
　　１１日（水）　議会運営委員会
　　１７日（火）　常任委員会（請願審査）
　　１８日（水）　本会議（質疑・自由討議）
　　　　　　　　会派代表者会議
　　１９日（木）　常任委員会（議案審査）
　　２０日（金）　常任委員会（議案審査）
　　２３日（月）　議会運営委員会
　　２４日（火）　本会議（討論・表決・一般質問）
　　２５日（水）　本会議（一般質問）
　　　　　　　　議会運営委員会
　　２６日（木）　本会議

市議会６月定例会市議会６月定例会市議会６月定例会市議会６月定例会
日程（予定）のお知らせ

※請願及び陳情等の提出期限は、６月２日（月）までとなります。
※本会議の開会時刻は、午前10時です。
※太文字はライブ配信を行います。

　定例会は、年４回開催されます。皆さんの身近な問題が審議
されており、どのような方針で市政が進められていくのか知る
ことができます。お気軽に足を運んでみませんか。
　また、インターネットを利用したパソコン、各地区自治セン
ターのテレビ及び市役所東庁舎１階の市民ホールのテレビでも
議会中継がご覧になれます。

※日程は変更される場
　合がありますので、
　傍聴を希望される
　場合は、議会事務局
　（☎63−2124）にお
　問い合わせください。

を しませんか。議会 傍聴

傍 聴 者 数	 18名
インターネットライブ中継視聴者数	 159名

第371回（平成26年２月）定例会

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
第
４
日
）

　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
総

務
財
政
分
科
会

　
　
　
議
員
協
議
会

12
日　
本
会
議
（
第
４
日
）

13
日　
本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

14
日　
本
会
議
（
第
６
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

11
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

４
月

14かくだ市議会だより 176号


